
2020年7月

記入内容について照会させていただく場合がありますので、担当部署名及び記入者名の記入をお願いします。

社名

部署

記入者名

電話連絡先

メールアドレス

＜ご記入方法＞

本調査の対象商品は、小売店向け販売分が対象です （業務用ルート向けの商品は対象外です）。
商品アイテム数は、商品規格が異なるものをカウントして下さい。

１　貴社商品の賞味期間の延長、及び賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示*）への切り替えの状況について

カテゴリー及び賞味期間日数別に、当てはまる商品アイテム数を集計し、表の該当欄に記入してください。

なお、賞味期間を延長した商品については、延長後の賞味期間日数に分類し、集計・記入してください。

* 日まとめ表示：異なる製造日の商品について、表示する賞味期間を統一すること。

② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

2019年11月～2020年６
月末までの実施分

2020年7月～10月末
までに実施予定

2020年11月以降に
実施予定

全商品アイテムの内、
2019年11月～2020年6
月末に賞味期間延長を
実施した商品アイテム

数

全商品アイテムの内、
2020年7月以降、2020
年10月末までに賞味期
間延長を実施予定の商

品アイテム数

11月以降に賞味期間延
長を実施予定（実施予
定時期が具体的に決

まっている）の商品ア
イテム数

全商品アイテムの内、
2020年6月末時点で、賞
味期限表示が大括り化
されている商品アイテ

ム数

全商品アイテムの内、
2019年11月～2020年6
月末に賞味期限表示の
大括り化を実施した商

品アイテム数

全商品アイテムの内、
2020年7月以降、2020
年10月末までに賞味期
限表示の大括り化を実
施予定の商品アイテム

数

全商品アイテムの内、
2020年11月以降に賞味
期限表示の大括り化を
実施予定（実施予定時
期が具体的に決まって
いる）の商品アイテム

数

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

180日未満

180日～1年未満

１年以上

K

（次頁あり）

　　　　　2020年度　賞味期間の延長、及び賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示*）への切り替えに関するアンケート

　　　　　　　* 日まとめ表示：異なる製造日の商品について、表示する賞味期間を統一すること。

ご回答期限：2020年 ８月24日（月）

カテゴリー

賞味期間日数

※賞味期間を延長し
た商品は、延長後の
賞味期間日数欄に記

入してください

①

全商品アイテム数
(2020年6月末時点)

 ※商品アイテムの取扱がない
場合は 「－」と記入くださ

い。
その場合、賞味期間の延長、及
び「年月（月単位）表示」への
切り替えについての回答は不要

です。

賞味期間の延長について 賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示への切り替え）について

2019年11月～2020年６
月末までの実施分

2020年7月～10月末
までに実施予定

2020年11月以降に
実施予定

2020年6月末時点での大
括り化実施済数

Ａ キャンディ・キャラメル

Ｂ チョコレート

Ｃ ガム

Ｄ ビスケット・クッキー

I 洋生菓子

米菓

スナック

焼菓子・油菓子

和生菓子

Ｅ

Ｆ

G

H

J その他

「その他」の具体的品目をご記入ください。

検討中案
WTメンバー限り
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２　貴社で賞味期間の延長が実施された理由

前項１②で 「全商品アイテムの内、2019年11月～2020年6月末に賞味期間延長を実施した商品アイテム」 があると回答された事業者の方にお伺いします。

貴社で同期間に賞味期間延長が実施された理由として当てはまるものすべてについて、□枠にチェックを入れてください （チェックはいくつでも可）。

１ 企業の社会的責任としての食品ロス削減に対する取組意欲

２ 自社のSDGsの取組の一環としての推進

３ 廃棄削減による貴社のコスト負担の低減

４ 安全係数の見直し

５ 包材の見直し

６ JAN変更なしで賞味期間延長を実施することについて取引先の了解を得たこと

７ 災害頻発・消費者の防災意識向上に伴う、高保存性食品の需要向上への対応

８ その他 （チェックを入れて、下記枠内に具体的に記入）

３　貴社の安全係数の設定について

貴社の賞味期限商品の賞味期限設定に用いられている安全係数として、もっとも代表的な値に近い項目を次のなかから１つ選び、□枠にチェックを入れてください （チェックは１つ）。

１ 50％以下

２ 50％超～60％以下

３ 60％超～70％以下

４ 70％超～80％以下

５ 80％超

６ その他 （チェックを入れて、下記枠内に具体的に記入）

７ 回答できない

４　貴社で賞味期間の大括り化が実施された理由　

前項１⑥で「全商品アイテムの内、2019年11月～2020年6月末に賞味期限表示の大括り化を実施した商品アイテム」 があると回答された事業者の方にお伺いします。

貴社が同期間に賞味期限表示の大括り化を実施された理由として当てはまるものすべてについて、□枠にチェックを入れてください （チェックはいくつでも可）。

１ 企業の社会的責任としての食品ロス削減の一層の推進

２ 自社のSDGsの取組の一環としての推進

３ 納品済み商品より賞味期限が前の商品の納品拒否に伴う廃棄の削減

４ 自社の物流現場のオペレーション効率化 （保管・庫内作業・積載効率の向上、管理コスト削減等）

５ 取引先（卸売業、小売業）の物流現場のオペレーション効率化への貢献 （保管・庫内作業・積載効率の向上、管理コスト削減、期限確認作業の軽減、陳列作業の軽減）

６ その他 （チェックを入れて、下記枠内に具体的に記入）

５　自由回答

農林水産省においては、食品ロス削減に向けた商慣習の見直しに取り組んでおり、「食品ロス削減のための商慣習検討ワーキングチーム」 （事務局：流通経済研究所）はそのための各種調査・検討を行っています。

その一環として、賞味期間の延長や、賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えを推奨しています。

（１）賞味期間延長や、賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えについての貴社の今後の取組方針・計画などがございましたら、下欄に記入ください（自由回答）。

（２）貴社が賞味期間延長や、賞味期限表示の大括り化を進めるために、行政機関や食品ロス削減のための商慣習検討ワーキングチームに実施してほしいことがあれば、下欄に記入ください（自由回答）。

６　賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替え情報の公表について

「１．貴社商品の賞味期間の延長、及び賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えの状況について」のご回答内容をもとに、

貴社が、賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えを行っている、または行う予定がある場合、サプライチェーン上の食品ロスの削減や

物流の効率化等に資する取組を進めて頂いている企業として、取組概要を、企業名入りで、農林水産省や食品ロス削減のためのワーキングチーム事務局のホームページで公表させていただきたいと考えております。

公表しても構わない場合は、□枠にチェックをいれてください。趣旨ご理解の上、ご協力のほど、何卒宜しくお願いいたします。

 公表を承諾する

* なお、公表を希望されない場合、公表を希望しない理由を下欄にご記入ください。
  賞味期限表示の大括り化の取組状況は、今後も積極的に情報発信していきたいと考えており、公表の障壁となる事柄については、十分把握し、今後に生かしたいと考えております。

【公表のイメージ】  下掲の通りです。企業名入りで、農林水産省や食品ロス削減のためのワーキングチーム事務局のホームページ等で公表させていただきます。
         本年5月にも、令和元年10月末時点の状況を公表しております。下記URLのプレスリリースP8-P9をご参照ください。
         https://www.dei.or.jp/aboutdei/pdf/press/press̲200512̲01.pdf

公表様式は変更の可能性がございます。

アンケートは以上です。ご記入誠にありがとうございました。

賞味期限表示の大括り化への切り替え実施企業一覧（「切り替えの予定がある」を含む）

1

2

3

№ 社名

A社
B社
C社

・
・
・

・
・
・

・

・

・
・
・

・
・

菓子（賞味期間180日以上）

現在、賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えが行われている品目 今後、賞味期限表示の大括り化（年月表示、日まとめ表示）への切り替えの予定がある品目

飲料
レトルト食品、風味調味料 調味料（風味調味料以外）


